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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通過する風を低減させるための防風フェンスであって、複数の柱体が互いに間隔を隔て
て配列された柱列を少なくとも２つ備え、各柱列の柱体は、当該防風フェンスを正面から
見たときに隣の柱列の柱体と部分的に重なり合うように隣の柱列の柱体と位置をずらせて
、各柱列の柱体の間隔から、隣の柱列の柱体の間隔へ向かう斜めの経路を形成するように
配置されており、当該防風フェンスを通過する風の向きを変化させて逆向き成分を相殺さ
せることにより風を低減させることを特徴とする防風フェンス。
【請求項２】
　前記柱列は、鉛直向きの前記柱体が水平方向に配列されて構成されていることを特徴と
する請求項１記載の防風フェンス。
【請求項３】
　前記柱列は、水平向きの前記柱体が鉛直方向に配列されて構成されていることを特徴と
する請求項１記載の防風フェンス。
【請求項４】
　前記柱体は円柱体であることを特徴とする請求項１～３のうち何れか１項記載の防風フ
ェンス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、例えば道路橋や鉄道橋等の側部に設置され、道路や線路等に吹き込む風を低
減するための防風フェンスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、道路橋や鉄道橋など強風に晒されやすい箇所には、通行する列車や車両の安全
性を確保するため防風フェンスが設けられる。このような防風フェンスとして、例えば特
許文献１に記載されるように金網パネルで構成したものや、特許文献２に記載されるよう
に、風の流れを上方に誘導する導流板を備えたものなどが知られている。
【特許文献１】特開平５－７１１０７号公報
【特許文献２】特開２０００－３４５５１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載される金網パネル製の防風フェンスでは、遮蔽率が大きいほど防風性
能が向上する反面、防風フェンスに掛かる風荷重が増大する。そして、防風フェンスに掛
かる風荷重が増大すると、フェンスを高剛性の部材で構成したり、高い強度で固定したり
することが必要となり、設置コストが嵩んでしまう。また、防風フェンスを橋に取り付け
る場合には、風荷重の増大に伴って橋に掛かる力も大きくなるため橋桁や橋脚への影響を
考慮することも必要となる。このように、金網パネル製の防風フェンスでは、遮蔽率を大
きくして防風性能を高めようとすると、風荷重の増大による不都合が生じてしまうため、
防風性能の向上と、風荷重の低減とを両立させることが難しい。
【０００４】
　また、特許文献２に記載される導流板を備えた防風フェンスでは、風の向きを適切に変
えるべく導流板を斜めに所定角度で取り付けねばならない。そのため、構造が複雑になっ
てコスト高となってしまう。
【０００５】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、簡単な構成で、優れた防風性能と風荷
重の低減とを両立させることが可能な防風フェンスを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明は、通過する風を低減させるための防風フェンスで
あって、複数の柱体が互いに間隔を隔てて配列された柱列を少なくとも２つ備え、各柱列
の柱体は、当該防風フェンスを正面から見たときに隣の柱列の柱体と部分的に重なり合う
ように隣の柱列の柱体と位置をずらせて、各柱列の柱体の間隔から、隣の柱列の柱体の間
隔へ向かう斜めの経路を形成するように配置されており、当該防風フェンスを通過する風
の向きを変化させて逆向き成分を相殺させることにより風を低減させることを特徴とする
。
【０００７】
　本発明によれば、各柱列の柱体が、当該防風フェンスを正面から見たときに隣の柱列の
柱と部分的に重なり合うように隣の柱列の柱体と位置をずらせて、各柱列の柱体の間隔か
ら、隣の柱列の柱体の間隔へ向かう斜めの経路を形成するように配置されるので、防風フ
ェンスに当たった風は、柱体間を通過する過程で、柱体に垂直な平面内での風向きが不規
則に変化する。このため、防風フェンスを通過後の風は前記平面内で逆向きの成分を持ち
、それらが互いに相殺することで風が低減される。このように、本発明では、防風フェン
スを通過する風の向きを変化させて逆向き成分を相殺させることにより風を低減するので
、風を遮ることのみで風を低減させる場合に比べて、防風フェンスに掛かる風荷重を抑え
ながら優れた防風効果を得ることができる。そして、かかる性能を、柱体を配列しただけ
の簡単な構成で得ることができる。
【０００８】
　この防風フェンスにおいては、前記柱列は鉛直向きの前記柱体が水平方向に配列されて



(3) JP 4733928 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

構成されていてもよく、あるいは、水平向きの前記柱体が鉛直方向に配列されて構成され
ていてもよい。
【０００９】
　また、前記柱体として円柱体を採用すれば、特に高風速で高いレイノスルズ数が得られ
て効力係数が低下するので、防風フェンスに掛かる風荷重をより小さく抑えることができ
る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、簡単な構成で、優れた防風性能と風荷重の低減とを両立させることが
可能な防風フェンスを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態である防風フェンス１０が設置された例えば道路橋や鉄道
橋等の橋１の斜視図である。同図に示すように、防風フェンス１０は橋１の両側に沿って
設けられており、橋１の外側から道路や線路へ吹き込む風を低減させることにより、橋１
を通行する車両や列車の安全性を確保する役割を有する。
【００１２】
　図２は、防風フェンス１０を拡大して示す斜視図である。同図に示すように、防風フェ
ンス１０は、２列に配置された多数の柱体１２と、これら柱体１２の上下の底面を夫々支
持する支持板１３とにより構成されている。なお、柱体１２及び支持板１３はアルミニウ
ム、鉄鋼、ＦＲＰなどの強化樹脂、その他適宜な材料で構成される。
【００１３】
　図３は、柱体１２の配置を示す平面図であり、防風フェンス１０を通過する風の流れも
併せて示している。なお、図３中右側が橋１の内側（道路あるいは線路側）に対応してい
る。同図に示すように、複数の柱体１２Ａ及び１２Ｂを、夫々、間隔１６Ａ，１６Ｂを隔
ててほぼ等間隔に配列して柱列１４Ａ，１４Ｂを構成し、一方（図中左側）の柱列１４Ａ
の各柱体１２Ａと、他方（図中右側）の柱列１４Ｂの各柱体１２Ｂとが千鳥状となるよう
に（すなわち、柱体１２Ａの位置と柱体１２Ｂの位置が互いにずれるように）配置してい
る。このため、同図中に矢印Ａで示すように橋１の外側（図３中左側）から右向きの風が
吹いた場合、この風は、一列目の柱体１２Ａの間隔１６Ａから二列目の柱体１２Ｂの間隔
１６Ｂへ向かう斜めの経路を通過する。その結果、図３に矢印Ｂで示すように、防風フェ
ンス１０を通過した風は、図中上下に不規則に向きを変えて、柱体１２Ｂの間隔１６Ｂか
ら吹き出すことになる。したがって、防風フェンス１０に対して平行な方向（図３中上下
方向）の成分については互いに逆向きの成分が相殺し合い、また、防風フェンス１０に対
して垂直な向き（図中右向き）の成分は風向きの傾斜角度分だけ低減される。よって、防
風フェンス１０を通過した風は、上記のように相殺した水平成分に相当する分だけ低減さ
れることになる。
【００１４】
　以上説明したように、本実施形態の防風フェンス１０によれば、千鳥状に配置した２列
の柱体１２（１２Ａ，１２Ｂ）によって風向きを変化させることにより水平方向逆向きの
風向き成分を生じさせ、それらを互いに相殺させることにより、防風フェンス１０を通過
して道路あるいは線路へ吹き込む風を低減することができる。すなわち、防風フェンス１
０によって風を遮るのではなく、風向きを変えて相殺させることにより風を低減している
ので、防風フェンス１０に掛かる風荷重を抑えつつ、優れた防風効果を得ることができる
。したがって、本実施形態の防風フェンス１０によれば、風荷重が抑えられることによっ
て、防風フェンス１０に要求される剛性や固定強度を緩和できると共に、風荷重が橋１の
架構構造や橋脚へ与える影響も軽減することができる。
【００１５】
　また、防風フェンス１０は複数の柱体１２を配列して上下で支持した簡単な構成である
ため、低コスト化を図ることができるうえ、シンプルな外観で見栄えもよい。
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【００１６】
　さらに、本実施形態では、柱体１２として円柱体を用いることにより、特に高風速での
レイノルズ数が高くなって、抗力係数が低下する。これにより、防風フェンス１０に作用
する風荷重を一層低減することができる。ただし、本発明においては、柱体の形状は円柱
に限らず、楕円柱や、矩形・三角形等の多角形柱であってもよい。
【００１７】
　図４は、本発明の別の実施形態である防風フェンス１００の斜視図である。同図に示す
ように、本実施形態では、水平方向の柱体１１２を上下に配列し、両側の支持板１１３で
連結した構成としている。この実施形態では、防風フェンス１００の鉛直断面が上記図３
に示す構成となり、防風フェンス１００を通過した風の鉛直成分が互いに相殺することで
風が低減されることとなる。
【００１８】
　なお、上記各図面に示される実施形態では、柱体１２，１１２が規則的に等間隔に配置
されるものとしたが、本発明はこれに限らず、各柱体を不規則な間隔で配置してもよい。
要するに、一列目の柱体の間隔を通過した風が、２列目の柱体の間隔を抜ける際に向きを
変えるように、１列目と２列目の柱体の位置がずれている構成であればよい。
【００１９】
　また、上記各実施形態では、柱体１２，１１２を２列に配置したが、これに限らず、３
列以上の柱体を、各列の柱体が隣接する列の柱体と位置がずれるように配置した構成とし
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態である防風フェンスが設置された橋の斜視図である。
【図２】本実施形態の防風フェンスの斜視図である。
【図３】本実施形態の防風フェンスの柱体の配置を示す平面図である。
【図４】本発明の防風フェンスの別の実施形態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２１】
　１０，１００　防風フェンス
　１２，１２Ａ，１２Ｂ，１１２　柱体
　１３，１１３　支持板
　１４Ａ，１４Ｂ　柱列
　１６Ａ，１６Ｂ　間隔
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